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４ 外部評価 

 

 令和８年度（令和７年度対象）教育委員会事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価

にあたって、客観性を確保するため、点検評価の方法や結果などについて学識経験を有する者の

意見を聴きました。 

 

(1) 学識経験者                              （敬称略） 

氏 名 所 属 等 

花 田 啓 光 伊達市校長会会長（伊達市立伊達中学校長） 

小 林 浩 路 伊達市社会教育委員会議議長 

澤 野 幸 司 国立大学法人兵庫教育大学大学院教授 

 

(2) 主な意見 

令和８年度（令和７年度対象）教育委員会点検・評価報告に関する意見 

 

                               花 田 啓 光 

 

１ 教育委員会の活動状況 

毎月１回の定例会と、必要に応じて開催する臨時会により、教育に関する様々な案

件について検討し議決がなされている。 

定例会については、開催予定や傍聴の案内、会議録等をホームページに掲載すると

ともに、定例会の開催に合わせて市内の教育施設の訪問がされている。 

議案、協議事項の審議及び報告については厳正に行われ、委員からの情報提供や事務

局からの事業の進捗状況及びその他の関連事項について、委員と事務局の間で意見交

換が活発に行われた。 

さらに、必要に応じて事案の調査、研究、協議及び周知等を行うための委員協議会

も開催されていた。 

 

２ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

（１）学校教育 

①社会を生き抜く力を育む教育の推進 

施策１「確かな学力の育成」については、「基礎・基本の確実な定着」としての主な

取組内容として、伊達市学力テストの調査結果等に基づいた学力・学習改善プランの

作成とＡＩドリルの全児童生徒の活用、検定費用の補助に努めている。児童生徒の資

質・能力の育成に向けて、ICTを最大限活用し、これまで以上に「個別最適な学び」

と「協働的な学び」を一体的に推進する授業改革とともに、AIドリルを活用して授業

や家庭学習の質の向上につなげる。 
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施策２「特別支援教育の充実」については、「関係機関と連携した地域ネットワーク

づくりの充実」としての主な取組内容として、伊達市特別支援教育推進委員会が実施

された。 

また、「一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な就学支援」として、伊達市特別支

援教育推進協議会の各支援部会において新就学児および在校児童生徒一人ひとりに応

じた就学の場を検討するとともに、特別支援教育支援員・介護員の配置により、児童

生徒の学習支援や生活支援を行う取組を推進することから、主な取組内容としては、

伊達市特別支援教育推進委員会支援部会の実施及び特別支援教育支援員・介護員の配

置をしており、今後も各種支援を望む。 

さらに、「教育相談の充実」として、特別支援コーディネータ連絡会議における研修

等により、校内特別支援コーディネータの知識等の向上を図り、教育相談の質の向上

を図る取組を推進することから、主な取組内容としては、特別支援コーディネータ連

絡会議において、教育相談に係る研修を実施し、教育相談の質の向上は継続を要する

機会となっている。 

施策３「国際理解教育の推進」については、「外国語指導力の充実」として、小学校

中学年の外国語活動、高学年の外国語科の指導に向けて、小中学校の教職員が連携を

深めるなど、指導力の向上に努める取組を推進する中で、主な取組内容としては、ALT

との連携及び効果的な活用による、指導方法の工夫・改善は、今後も継続が必要であ

る。 

また、「異文化理解の充実」として、外国の文化や習慣、価値観に触れる機会を設

け、国際理解教育の充実に取り組む。多様な文化への理解と尊重の心を育むととも

に、広い視野と国際感覚を身に付け、異なる背景を持つ人々と協働できる力の育成を

図る取組の中で、主な取組内容としては、イングリッシュデイの実施及び英語学習

Webアプリの活用は今後継続を要する。 

施策４「情報教育の充実」については、「「情報モラル」の育成に向けた取組の充

実」として、児童生徒がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ

親しみ、情報手段を適切に活用できるようにするための学習活動に取り組むととも

に、情報機器を利用する際の情報モラルを身に付けさせる学習の充実を図り、主な取

組内容としては、各教科等による情報モラルの育成に向けた学習活動の実施が図られ

ている。 

また、「「プログラミング的思考」などを育むプログラミング教育の充実」としての

主な取組内容としては、一人 1台端末を活用した学習活動に関する研修の実施は効果

がある。 

施策５「キャリア教育の充実」については、「学級や学校での生活づくりに主体的に

かかわり、自己を生かそうとする活動の充実（小学校及び義務教育学校前期課程）」と

して、主な取組内容としては、キャリア教育全体計画に沿った、発達段階に応じて児

童生徒個々のキャリア発達を促す取組がなされている。 
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また、「学ぶことと働くことの意義を理解して学習の見通しを立てたり、振り返った

りすることができるよう、職場見学や職業体験の充実（中学校及び義務教育学校後期

課程）」としての主な取組内容である職場見学や職業体験、職業座談会の実施は効果が

高いと考える。 

さらには、「学びの過程を記述し振り返ることができる仕組みの構築」として、児童

生徒が自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら主体的に学習活動に取り組める

よう、自らの学びを見通したり、自己の変容や成長を振り返ったりする活動の充実を

図っている。主な取組内容としては、学習活動の節目や単元や学習の終末における、

自己の変容を振り返る取組にて、効果が表れている。 

加えて、「市内の事業所や関係機関と連携した取組の充実」として、キャリア教育の

情報収集や意見交換を異なる校種間等で行うとともに、身近な職業や事業所の魅力と

はたらき、自分との関連について、職場・職業体験、見学などを通して探求し、児童

生徒のキャリアプランニング能力の育成が図られるよう、連携を充実させている。主

な取組内容としては、小中高「だて学」担当者連携会議に参加し、連携しやすさに結

び付いている。 

また、「発達段階に応じた学習の充実」として、各校における教育課程、キャリア教

育全体計画に基づき、特別活動を中核としながら、学校の教育活動全体をとおして、

体系的に児童生徒のキャリア発達を促す取組を図っている。主な取組内容としては、

全体計画に基づいた、発達段階に応じた自己の進路や生き方を選択する能力の育成が

なされている。 

施策６「環境教育の充実」については、「学校の特色を生かし、環境教育を視野に入

れた教育課程の編成・実施」として、主な取組内容としては、環境教育全体計画に基

づいた、学校の教育活動全体での環境教育の実施を推進している。 

また、「生命を尊重し自然環境の保全に寄与する態度の育成」として、自然体験や社

会体験活動を通じて、環境に配慮した望ましい行動がとれる子どもを育てるよう環境

教育の充実を図っている。主な取組内容としては、泊を伴う学習や、自然体験学習、

職業体験等における、環境教育の実施を継続してきている。 

施策７「安全・防災教育の充実」については、「関係機関や地域と連携し、自然災害

を想定した実践的な防災訓練の実施」として、有珠山の噴火や津波等を含めた自然災

害等に備え、警察、消防署の協力を得て実践的な防災訓練を行うなど学校安全対策の

充実を図っている。主な取組内容としては、実践的な防災訓練や防災に関する教育活

動の実施は継続が必要である。 

引き続き警察など地域の関係機関・団体等と連携し避難訓練・防犯教室等を継続し

た実施が必要である。 

 

②豊かな心を育む教育の推進 

施策１「道徳教育の充実」については、「道徳科の指導方法の工夫改善や、指導に生
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きる評価の在り方に係る研修の充実」として、主な取組内容としては、「考え、議論す

る道徳」の実現に向けた校内研修の実施を図ってきている。今後もすべての学校にお

いて、思いやりの心を育み、自己を深く見つめ、よりよく生きるための道徳性が養わ

れるよう道徳教育の校内研修は引き続き実施を要する。 

施策２「生徒指導・教育相談の充実」については、「児童生徒や保護者への相談体制

の充実」として、生徒指導・教育相談の充実については、教員だけでは解決できない

ことも多くなってきており、こうした様々な児童生徒の相談に対して、教員のほか、

引き続き道費によるスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置を継

続するなど、児童生徒の置かれている状況や抱えている問題・悩みに応じて対応する

取組をしている。主な取組内容としては、SSWの学校訪問及び「KOKOKARA」、LINE相談

を活用した教育相談に積極的に取り組んでいる。 

引続き、いじめ防止対策推進法に基づき、教育相談や生徒指導等の校内体制の充実

や不登校及びいじめの未然防止・早期発見・早期対応に向けた校内研修等は、すべて

の学校での継続を要する。 

 

③健やかな体を育む教育の推進 

施策１「体力・運動能力の向上」については、「体力向上プラン」に基づいた取組の

工夫・改善」としての主な取組内容としては、伊達市体力テストの結果等に基づいた 

「体力向上プラン」の作成と、学習指導の工夫・改善を今後も継続していく。 

施策２「食育・健康教育の推進」については、「だて歴史の杜食育センターの活用」と

して、より安心安全な給食の提供に努め、給食の充実を図るため献立の見直しをし、

主な取組内容としては、全国の郷土料理を取り入れた献立の考案を実施した。 

また、「地場産物を活用した学校給食の充実」として、地場産物を活用した学校給食

の提供を務めるとともに、日本文化や季節の行事など食育の観点を意識した献立づく

りに取り組み、主な取組内容としては、地場産食材を利用した新たなメニューの考

案、イベント・行事を意識した献立の工夫をしてきた。 

さらに、「栄養教諭派遣事業の継続的な実施」として、栄養教諭派遣指導で食べるこ

との大切さを伝えるため、今年度各小学校全学年 1回以上実施することとし、計 30回

派遣しており、継続が必要である。 

加えて、「児童生徒や家庭に対する、食育の大切さに関する啓発活動」として、毎月

学校に配布しているランチメール、献立メモの充実を図り、家庭への食育の大切さに

関する啓発活動を行い、主な取組内容としては、食育に関する情報についての月目標

を立て献立表を活用して発信している。 

また、「がん教育や薬物乱用防止教室・性に関する指導の実施」として、各学校にお

ける教育計画に基づき、保健体育・学級活動の学習や、外部講師を招き講座を実施す

るなど、取組を充実させ、主な取組内容としては、がん教室など各種研修講座の実施

がなされた。引き続きの実施が必要である。 
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④地域とともにある学校づくりの推進 

施策１「地域総がかりの教育の推進」については、「コミュニティ・スクールを基盤

とした学校運営へ地域が参画する取組の推進」として、地域の住民や関係者が各校の

運営協議会に参加し、学校運営に参画していただくことにより、地域とともにある学

校づくりを進める取組をし、主な取組内容として、学校運営協議会を軸とした学校経

営の充実と、住民や保護者が主体的に学校運営に参画する取組を実施した。 

また、「各校のコミュニティ・スクールの活動内容を参考に研修を深める取組の充

実」としての主な取組内容は、伊達市学校運営協議会委員研修会の開催を継続してい

る。 

今後も継続して、全ての学校において、保護者や地域の人が学校における教育活動

や様々な活動を実施することは不可欠である。 

施策２「ふるさと創生教育の推進」については、「発達段階に応じた「だて学」学習

プログラムの構築」として、ふるさと創生教育「だて学」推進事業により発達段階に

応じて学習内容を体系化した学習プログラムを構築し、地球規模の視野で考え、地域

の視点で行動できる子供を育成するため、小学校から中学校、高等学校まで系統立て

た学習を行っている。主な取組内容は、ふるさと創生教育「だて学」の実施および学

習内容の工夫・改善が図られ、定着してきた。 

また、「地域の教育資源を生かした体験的な学習活動の充実」として、学校におい

て、地域の専門的な知識・技能を有する人材や地域の施設、副読本等を活用すること

により、伊達市の歴史的風土、伝統、文化等について学ぶ取組を充実させるように努

めてきた。主な取組内容は、地域の芸術や伝統芸能、歴史文化に触れる取組、副読本

の配付及び地域人材・施設等の活用を図っている。 

上記内容の継続により、さらなる学習内容の周知や学習指導の系統性が強固になる

と考える。 

施策３「異校種間連携・接続の推進」については、「幼稚園、認定こども園、保育所

と小学校との連携」として、・小学校体験入学や幼稚園・保育所交流など、就学前の幼

児を中心とした未就学児と、児童との交流活動を推進し教育活動の円滑な接続を図る

ために、主な取組内容は、幼保・小間での交流活動、体験入学、全体引継ぎ等、計画

的な連携・接続の実施を行ってきている。 

また、「小学校と中学校との連携」として、中学校区を基本とした児童・生徒交流、

異校種間の教育課程の接続や児童・生徒に関する引継ぎ、指導方法に関わる研修会の

推進により、小・中学校の教育活動の円滑な接続を図ることから、各中学校区を基本

とし、主な取組内容は、児童生徒交流、生徒指導、教育課程、特別支援教育等に係る

連携・接続の実施をしてきた。 

さらに、「小・中学校と高等学校、高等教育機関（専門学校・大学等）との連携」と

して、市内高等学校と小・中学校での教育活動上の連携、教職員の指導方法に関わ

る、交流、情報交換を推進することにより、小・中学校と高等学校等の円滑な接続を
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図ることから、主な取組内容として、市内道立学校との異校種間連携の実施、および

異校種間連携等における情報交流を積極的に行ってきた。 

今後も継続して、それまでの学習内容や指導方法等を発展的に活かすことができる

よう情報交換や教育活動上での連携など、近隣等の学校と教員同士の交流は重要であ

る。 

施策４「幼児教育の充実」については、「「アプローチカリキュラム」の実施（年長

児）」として、就学前の幼児が円滑に小学校や前期課程の生活が送れるように、市内の

幼稚園、認定子ども園、保育所の年長児と交流学習を実施するねらいとして、主な取

組内容としては、交流学習を実施している。 

また、「「スタートカリキュラム」の実施（小学校入学時）」として、小学校や前期課

程での生活がスムーズに適応していけるように、生活科を中心に学科的・関連的な指

導や弾力的な時間割の設定など、指導の工夫や指導計画の作成を実施することから、

主な取組内容としては、指導計画を見直すなどの実施をした。 

さらに、「幼・保・小・中連携体制の構築」として、子どもや保護者の不安解消や、

負担軽減が出来るよう、幼・保・小・中連携体制の構築体制を構築するため、主な取

組内容としては、接続時の課題を把握することから、異校種間の連携の推進を図っ

た。 

上記は引き続き、実施機会の確保及び回数増を目指し、交流学習の実施を要する。 

施策５「教職員の資質・能力の向上」については、「伊達市教育実践交流・研修会の

実施」として、市内の教職員が一堂に会してお互いの実践を交流・協議することを通

じて、教職員間のコミュニケーションの促進と教育課題の共有化や資質向上のために

研修を実施することから、主な取組内容としては、教育実践交流・研修会の実施をし

た。 

また、「資質能力向上のための研修会の実施」として、専門性を生かした役割を向上

させるため、学校と学校、あるいは学校と教育委員会・関係諸機関との間で教育行政

の立場で連携を図る研修を実施することから、主な取組内容としては、伊達市教育研

究会事務部会交流意見交換会、伊達市教育研究会学校保健会との協議会を実施した。 

上記は引き続き、教職員の資質・能力の向上を図ることを目的とし、教育課題の共

有及び研修ニーズの把握により、実りある研修の実施に努めることは不可欠である。 

 

⑤信頼される教育環境の整備 

施策１「学校施設・設備の充実」については、「伊達市学校施設長寿命化計画の策

定」としての主な取組内容としては、施設の改修計画について、将来的な動向も見据

え、検討を行うことから、長期的に改修が必要な学校施設について、状況把握や改修

方法の検討等を実施した。 

また、「伊達市学校施設長寿命化計画に基づく計画的な学校施設の修繕」として、伊

達市学校施設長寿命化計画に基づき、改築工事及び施設改修を行うことから、関内小
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学校体育館暖房設備・校舎等照明設備改修事業、伊達中学校校舎等照明設備改修事業

等を進めた。 

状況把握に努め、引き続き環境整備に必要な取組を要する。 

施策２「校外安全対策の充実」については、「交通安全教室、防犯教室の実施」とし

て、警察など関係機関と連携した訓練や指導を行い、児童生徒の交通安全意識や防犯

意識の向上を図るため実施することから、主な取組内容としては、交通安全教室、防

犯教室の実施をした。 

また、「通学路安全対策の充実」として、登下校交通安全・防犯プログラムに基づ

き、関係機関と連携し合同点検を実施することから、主な取組内容としては、登下校

安全対策推進会議の実施、対策案の検討及び協議を継続して行っている。 

引き続き、効果的な取組となるように実施方法等の工夫や内容の精査を行うことは必

要であると考える。 

施策３「学校再編等の推進」については、「伊達市立学校の適正規模の推進」として

の主な取組内容としては、地域や学校の実情等を考慮しながら、必要に応じて検討す

ることから、伊達市立学校の適正規模の推進（地域や学校事情を把握）が図られてい

る。 

引き続き、学校の統廃合については、地域や学校の実情等を考慮しながら、子ども

たちの教育環境をより良いものにしていく必要がある。 

施策４「高等学校教育等との連携・支援」については、「市内高等学校・高等養護学

校との連携・支援」として、子どもたちや地域にとって魅力ある高等学校を構築する

ため、主な取組内容としては、連携・支援を行っていくとともに、ふるさと創生教育

「だて学」を推進することから、北海道伊達開来高等学校支援補助金、高等学校にお

ける地域学習への支援が行われた。今後も継続した取り組みを期待する。 

 

（２）社会教育 

①ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進 

施策１「こころとふるさと意識を育む体験活動の推進」については、「体験学習機会

の充実」としての主な取組内容は、だてっ子 10回、親子体験教室１回実施された。 

また、「市民団体等と連携した青少年事業の取組」として、各種事業は、つどいサー

クル「ドロップ」、伊達シニアクラブスポーツ少年団等の協力団体のもとに企画立案及

び運営を行っている。事業を進めていくには必要不可欠な団体であるため、協力関係

を維持継続し充実した青少年事業の開催を目指すことから、主な取組内容としては、

あそびまして・姉妹都市交流を各１回実施された。 

さらに、「青少年健全育成に関するサポート体制の充実」として、青少年の非行防止

等のため、青少年指導センター指導員とともに下校時間帯に合わせた巡回街頭指導の

ほか、夏季海水浴場キャンプ場、祭典時特別巡回を実施する。また、伊達市教護会等

関係機関との諸会議への出席や合同研修会の開催を開催、広域列車添乗補導を実施す
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ることから、主な取組内容としては、街頭指導 229回（海水浴 10回、祭典巡回８回含

む)、列車添乗４回、研修会 1回実施した。 

施策２「交流活動を通じた地域づくりに参画する人材の育成」については、「リーダ

ー養成研修・交流活動事業による人材の育成」として、主な取組内容は、シニアクラ

ブ２名、伊達開来高校生２名の参加（開催：新地町）があった。 

また、「青少年健全育成に関するサポート体制の充実」として、二十歳を祝う会事業

は、実行委員会を組織し、式典及び余興の企画立案・運営を行うことから、主な取組

内容としては、二十歳を祝う会において、フェイバリットクラブの協力を得て開催で

した。 

上記の目標に向けて、関係機関と連携を継続しながらの実施は必要である。 

 

②共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進 

施策１「生涯にわたる充実した学習機会の提供」については、「市民ニーズを的確に

把握し、より受講しやすい講座の開設」として、アンケート等（毎講座後）を実施

し、市民ニーズを反映した多種多様な講座を開設することから、主な取組内容として

は、文化・芸術鑑賞講座 1講座、市民カレッジ 5講座を開催した。また、「民間企業な

どのノウハウを活かした学習内容の充実」として、カルチャーセンター指定管理者等

と連携し、人気のある講座を連続して実施するなど、民間ならではの柔軟な事業を実

施することから、主な取組内容としては、指定管理者において、20事業 42講座を開

催している。さらに、「サークル団体の会員増や活性化のための広報活動の充実」とし

て、市民サークルまつりの参加希望団体募集を広報誌で実施。市民総合文化祭や市民

サークルまつりなどの事業について、更なる市民周知を図るため、主な取組内容とし

ては、広報誌などの媒体を用いて事業の周知を実施することから、文化祭及びサーク

ル祭りの両事業を実施した。加えて、「男女共同参画の推進」として、胆振女性リーダ

ー養成研修や男女共同参画教養講演会への参加を促進するため、魅力ある事業内容を

検討するとともに、広報誌等による周知を実施することから、主な取組内容として

は、教養講演会を開催（20名）できているが、女性リーダー養成研修事業の実施がな

かった。 

引き続き、周知方法を検討し、ニーズ把握から企画内容に反映できるように努める

ことは必要である。 

施策２「高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出」については、「長生大学の事業内

容のニーズ把握による学習メニューの充実と積極的なＰＲ強化」としての主な取組内

容は、伊達 21回、有珠 19回の学習日、10回の学習外活動を実施、広報紙・体験入学

ポスターで学生募集の周知を図った。 

また、「高齢者の参画が期待される、コミュニティ・スクールなどの活動内容につい

ての情報提供」の主な取組内容としては、放課後子ども教室事業は令和４年度をもっ

て事業終了し、青少年教育事業へ参画となっている。 
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ライフスタイルの多様化に柔軟に対応し、様々なニーズがあることを踏まえ、事業

内容の検討は必要である。 

施策３「家庭・地域の教育力の向上」については、「地域住民が、コミュニティ・ス

クール等と関わり合いながら子供を育てる地域基盤の強化」として、放課後子ども教

室事業などに地域住民が参加して貰えるよう、自治会や PTAなどの地域住民に対して

事業内容などの周知活動を実施するとされているが、放課後子ども教室事業は令和４

年度をもって事業終了に至っている。新たな取り組みの検討を期待する。 

さらに、「関係機関と連携し、家庭教育に関する啓発活動の実施」として、広報誌等

による家庭教育の啓発活動を、関係機関と連携し実施することから、主な取組内容と

しては、家庭教育の重要さについて、広報誌及びＨＰ等で啓発、市 P連と家庭教育講

座を共催している。 

施策４「図書館機能の充実」については、「「伊達市立図書館運営基本方針」に基づ

く図書館の機能強化」として、市民の期待・要望・関心に応えるため、本の配架方法

など館内整備に努め情報発信の充実や、各種イベントに工夫をすると共に、館内での

飲食ニーズ調査を継続するなど新たな利用者層の開拓を狙うとされている。また、新

図書館への移転準備に当たり、ICタグシステム化の準備を進め、開館日及び開館時間

の延長に係る協議を行うことから、主な取組内容としては、情報発信の充実各種イベ

ントの実施及び館内飲食ニーズ調査の継続図書館整備事業についての協議を進めてい

る。市民の期待も高いことから、ニーズに合った事業展開を期待する。 

（３）歴史・文化芸術 

①特色ある地域文化の推進 

施策１「文化芸術活動の振興」については、「市民のニーズに応じた芸術鑑賞機会の

充実」として、市民に対して芸術性の高い舞台鑑賞機会を安価で提供することを目的

とした西いぶり定住自立圏文化事業等、およびだて歴史文化ミュージアムを活用した

美術展覧会を実施することから、主な取組内容としては、西いぶり定住自立圏文化事

業（伊達市：演劇）を開催した。 

また、「子どもたちが文化芸術に触れる機会の充実」として、市内すべての市立学校

の児童生徒に対し、巡回小劇場事業を通して舞台鑑賞機会の提供を図ることから、主

な取組内容としては、市立学校の全児童生徒（引率含む 2,033名）に対して、舞台鑑

賞機会を提供している。 

加えて、「文化芸術活動発展のための人材育成事業の展開」として、絵画部門におい

て、青少年向けの「北海道ジュニア美術セミナー」から、本格的に画家を目指す「野

田・永山塾」などの事業を実施のねらいとして、主な取組内容としては、絵画部門に

おいて、現代写実絵画研究所絵画教室を実施、他２事業も実施した。 

今後も関係団体と連携し、文化芸術に触れる機会を提供できるような検討を期待す

る。 
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②歴史文化を活かしたまちづくりの推進 

施策１「歴史文化資源の活用」については、「だて歴史文化ミュージアムの活用」と

して、だて歴史文化ミュージアムにおいて、歴史文化資源を活用した特別展等を開催

することにより、市民や観光客がその価値を理解することで、さらなる文化資源の保

護から、主な取組内容としては、企画展及び各種イベント企画を実施した。 

また、「博学連携の取組」として、市内小・中学校等と密接に連携を取りながら、博

物館の特質を生かした学習の場を図ることから、主な取組内容としては、市内小・中

学校等の学習の場としての受け入れを行った。入館者の満足度を高めるような解説方

法や展示方法に係る改善の継続を要する。 

施策２「文化財の保護と適切な展示保管環境の維持」については、「指定文化財の保

護対策と指定化の推進」として、世界文化遺産の史跡北金貝塚については、随時、経

過観察しながら保全に努める。また、指定文化財については、市文化財保護条例に基

づく適切な対応がとられるよう努めるとともに、特に文化的価値が高く、保護するこ

とが必要と認められる物件については、市文化財審議会に諮問し市の文化財に指定す

ることから、主な取組内容として、指定記念物の剪定等による維持管理及び指定文化

財の新規指定及び解除がされた。 

また、「展示保管施設のモニタリングによる管理」として、埋蔵文化財を保管する噴

火湾文化研究所収蔵庫では、担当職員が日常的に空調設備による温湿度設定のモニタ

リングを実施することから、主な取組内容として、文化財収蔵施設のモニタリングに

よる管理をした。 

さらに、「子どもたちが文化財に触れる機会の充実」として、市内の小中学校児童生

徒に史跡北黄金貝塚やだて歴史文化ミュージアム、伊達市噴火湾文化研究所の文化財

展示施設の解説や文化財に関する出前授業を行い文化財保護意識の啓発を行うことか

ら、主な取組内容として、市内の小中学校の児童生徒に文化財展示施設の解説や文化

財に関する出前授業等が実施されており、今後の継続を望む。 

 

（４）スポーツ 

①豊かな心身を育むスポーツの振興 

施策１「スポーツ活動の促進」については、「スポーツに親しむための場の提供と情

報発信」として、年齢や経験に関わらず、健康と生きがいづくりのため誰もが気軽に

スポーツに取り組むことができるよう、スポーツ施設の指定管理者と連携し、各種目

の初心者教室等を開催いている。また、モルック大会の開催などのニュースポーツの

普及にも取り組んでいくことから、主な取組内容として、健康づくり教室 247回

1,026人、高齢者運動教室（体操教室等）43回 190人などを実施した。 

また、「スポーツ団体の育成と活動支援」として、学校開放事業の実施や伊達市スポ

ーツ協会を通じ各種競技団体の活動を支援し、競技の普及促進を図るほか、各種団体

の全道・全国大会参加への経済的支援（補助金）を行っている。また、スポーツクラ
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ブの活動を支援し、地域部活動を行う生徒の活動機会の確保や技術・体力の向上に取

り組むことから、主な取組内容として、スポーツ少年団 24団体と２つの大会助成。学

校開放８校を 53団体、延べ 2,689回 42,929人利用があった。 

また、「各種スポーツ大会の開催支援」として、指定管理者と連携して父ちゃん野球

大会やニュースポーツ大会を開催し、地域間、世代間交流を図りながらスポーツに取

り組める機会を提供する。また、実行委員会事務局を担っているハーフマラソンにつ

いて、より安全な運営ができるよう検討する中で、主な取組内容として、父ちゃん野

球 233人、ﾊﾟｰｸ 4 回 182人、ﾄﾘﾑﾊﾞﾚｰ 85人、モルック 125人、ﾚﾃﾞｨｰｽﾊﾞﾚｰ 112人の参

加があった。 

さらには、「スポーツ指導者の養成と確保」として、青少年期のスポーツ活動は、

各々の心身の発達に合わせた取り組みと技能向上のみならず、集団活動を通じた社会

性を身に付けることが重要である。そのためには適切な指導を行えるスポーツ指導者

が必要であるため、伊達市スポーツ少年団本部への支援を通じて指導者の養成と資質

の向上に取り組むことから、主な取組内容として、リーダー養成は２事業 14人、指導

者育成（研修会の開催）３回 57人であった。 

上記内容から、スポーツ施設の有効活用のために、指定管理者と定期的に協議する

とともに、各種目に応じた指導力の向上と指導者の育成をスポーツ少年団本部の協力

を得ることの継続を望む。 

施策２「スポーツ施設の整備・充実」については、「各施設の状況に応じた管理及び

運営内容の充実」として、・各施設の主な設置目的に沿った供用はもちろんのこと、空

き時間帯にスポーツ以外の団体や用途に供するなど、各施設の内容を考慮しながら有

効活用を推進することから、主な取組内容として、武道館での体操教室、関内 PGの冬

季営業のほか、館山球場やアルトリ PGではモルック大会が開催された。 

また、「施設及び備品の修繕・更新計画の策定」として、老朽化が進む施設はもちろ

んのこと、供用開始から日が浅い施設についても、近い将来に相当の修繕や更新を行

わなければならない施設の箇所、備品等の修繕・更新計画の作成に向けた準備を指定

管理者と連携して行うことから、計画的な改修で利用者の安全確保等に努めてほし

い。 

さらに、「指定管理者制度の推進とサービスの向上」として、直営で管理している 

まなびの里サッカー場」の指定管理者制度への移行に向けて検討を行うとされてい

る。また、指定管理者が運営管理する施設においては、スポーツ用品や飲食物の販売

などで利用者へのサービス向上を図ることから、主な取組内容として、総合体育館で

はバドミントンラケットのガッド交換、ソフトクリームの販売が行われた。 

来館者の増加を図るとともに、利用者の安全確保と満足度向上を目指す取組に期待

したい。 
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令和８年度（令和７年度対象）教育委員会点検・評価報告に関する意見 

 

                               小 林 浩 路 

 

１ 教育委員会の活動状況 

  教育委員会会議については、毎月の定例会において、各教育委員の高い関心と問題

意識のもと教育に関する様々な案件について、提示された資料や情報提示等の活用に

より、活発に協議がなされていることがうかがえる。また、開催予定や傍聴の案内、

会議録等をホームページに掲載し市民に公開されている。定例会の開催に合わせて行

われている学校訪問や教育施設訪問では、各学校や教育施設が抱えている課題の把握

や要望等を拾い上げていただくよう期待する。特に、児童生徒の学習参観や教職員と

の意見交換、星の丘小学校・中学校が抱えている特殊事情、不登校児童生徒サポート

ハウス「こどもの国フェニックス」で活動している子どもたちの様子や指導員からの

意見聴取、更には、社会教育施設や市内にある「こども食堂」の様子にも目を向けて

いただきたい。 

 

２ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

（１）学校教育 

①社会を生き抜く力を育む教育の推進 

  確かな学力の育成については、毎年実施されている「伊達市学力テスト」の結果等

に基づいた授業改善プランの作成とＡＩドリルを活用して、児童生徒一人一人に基礎

基本が確実に定着するよう努めてほしい。また、これまで積み上げてきた「伊達市教

育実践交流・研修会」や、各校の研究実践の成果を基に「個別最適な学び」と「協働

的な学び」を一体的に推進する授業改革に努め、「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けた授業の質の向上を期待する。 

  特別支援教育の充実については、通級指導教室や特別支援学級に在籍するすべての

児童生徒の成長発達状況等の変化に応じて、具体的な短期目標や長期目標を「個別の

教育支援計画」や「個別の指導計画」を作成し、日常的に活用する適正な就学措置や

効果的な指導に活かされている。また、就学先や進学先等への引継ぎにも活用され、

高い評価を得ている。今後、更に支援を必要とする児童生徒が増えることが予想され

るので、引き続き、支援員・介護員の増員をお願いしたい。 

国際理解教育の推進については、小学校中学年の外国語活動、高学年の外国語科の

指導に向けて、小学校教員と中学校の英語科教員が連携を深めて指導力の向上に努め

るとともに、複数配置されているＡＬＴとも連携して指導方法の工夫・改善が図られ

ることを期待する。また、ＡＬＴ等ネイティブスピーカーとの生きた英語を用いた体

験活動を通じ、語学学習や外国の文化や習慣にも触れることによって、異文化理解と
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外国語への興味関心が高まっていくことが期待される。また、伊達市学力テストの結

果では全国平均を下回っていることから、小学校と中学校の外国語学習の系統性につ

いて検討するなど、小学校の外国語専科教員と中学校の英語科教員との連携が強く望

まれる。 

  情報教育の充実については、児童生徒 1人１台の端末が配置され、ＧＩＧＡスクー

ル構想に基づく整備が進められている。また、臨時休校時や学年・学級閉鎖時になっ

ても、オンライン学習ができ「学びを止めない」環境づくり、更には、不登校で教室

に足が向かない児童生徒のカウンセリングに活かせる余地もある。ただし、取組の評

価で、情報通信技術を活用して、子ども同士が教え合い学び合うなどの学習や課題発

見・解決型の学習指導を「よく行った」、「どちらかといえば行った」と回答した学校

が１００％で高い評価となっているが、今年度の全国学力テストの中でも、学習状況

調査で道内は、1 日当たりの授業以外の勉強時間が全国平均を下回っている。また、

学習以外で SNSや動画視聴の時間が１日平均で３時間以上４時間未満、または４時間

以上を小６、中３が費やしており、家庭学習の習慣化が定着していないことが背景に

あるように感じられる。情報教育の充実・発展に伴って情報モラルの低下、ネットト

ラブルが心配されるので、情報モラルを身につけさせる学習活動や情報機器活用のマ

ナーなど、ネットトラブルの未然防止に向けた指導が繰り返し実施されるよう期待さ

れるとともに、情報媒体の紛失など指導者側の不適切な取り扱いにも十分な注意が必

要である。 

  キャリア教育の充実については、全国学力・学習状況調査項目の「将来の夢や目標

をもっている」の調査結果が年々下回っていることから、児童生徒個々人が学級や学

校での生活づくりに主体的に関わり、自分の良さや自分が持っている興味・関心と照

らして、現在や将来に向けた希望や目標をもって生活できるようキャリア教育全体計

画に沿った実践化が期待される。そのため、特別活動や総合的な学習の時間を中核と

して、職場見学や職業体験活動、職業座談会などを通して児童生徒のキャリアプラン

ニング能力の育成が図られるよう、地域の協力を得ることが大切であると考える。 

  環境教育の充実については、すべての学校において、各教科、特別活動、総合的な

学習の時間等を通して、環境教育に関する学習が継続して実践されており、高い評価

を得ている。今後とも、自然体験や社会体験活動を通して、生命を尊重し、環境に配

慮した望ましい行動がとれる子どもの育成を目指し、特に、気候変動による災害、ク

マ等による人身被害など生物多様性の損失、プラスチックゴミ汚染など、地域の問題

から地球が直面している問題にまで目を向けていけるよう、発達段階に応じた指導の

もと、児童生徒の自らの課題としてとらえ、課題解決に向け自分たちにできることを

自分たちで考えて行動できる子どもに成長していけるよう期待したい。 

  安全・防災教育の充実については、各校の学校経営計画の中に教育活動の一環とし

て位置づけられ、警察や消防署等の協力を得て、防犯教室や交通安全教室、防災訓練

等を実施している。また、子どもたちは、有珠山の噴火や津波等を含めた自然災害だ
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けでなく、予測困難な災害にも備え、伊達市が実施している防災総合訓練に地域住民

の一人として参加し、実体験している。防犯意識や防災訓練を学校教育の中でとら

え、家庭や地域の中で意識することは重要なことであり、今後とも継続して実践して

いただきたい。 

  

②豊かな心を育む教育の推進 

  道徳教育の充実については、「考え、議論する道徳」の授業改善や、指導に生きる

評価に関わる校内研修の充実を図るとともに、自己を深く見つめ、人間としての在り

方や生き方、集団や社会との関わり、生命の尊さなどの自覚を深める中で、他者とよ

り良く生きていくための基盤となる道徳性を養うため、道徳科教育の全体計画に基づ

いた実践が期待される。 

  生徒指導・教育相談の充実については、教員だけでは解決できない事案が多くなっ

てきており、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置を継続して

要請するとともに、「いじめ防止対策推進法」に基づき、不登校やいじめ、ネットト

ラブル、ネグレクトなどの未然防止、早期発見・早期対応に向けた教育相談や生徒指

導等、校内体制の充実が重要である。今回、不登校率が全国平均を下回ったことは評

価に値するが、「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ」と回答した中学

校では昨年より上回ったが、小学校では下回ったことの分析と対応策が求められる。

また、ヤングケアラーや「こども食堂・おとな食堂」を利用している児童生徒・親な

どについて実態調査をし、子どもたちが置かれている状況の把握や保護者が抱えてい

る悩みに即して、学校と家庭、関係部署、警察、児童相談所、医療機関等との連携し

た対応が期待される。    

 

 ③健やかな体を育む教育の推進 

  体力・運動能力の向上については、すべての学校で伊達市体力テストを実施し、児

童生徒の実態に応じた「体力向上プラン」を作成して指導されている。「全国体力・

運動能力、運動習慣等調査」においては、中学校の女子以外は全国平均を上回ってお

り、更に「体力向上プラン」の見直しと体育科の指導方法の工夫改善が期待される。 

  食育・健康教育の推進については、安心安全な給食の提供と栄養バランスのとれた

給食内容の充実が図られ、日本文化や季節の行事を意識させる献立づくりなど、地元

産食材を利用した新たなメニューの考案、イベント・行事を意識した献立の工夫が期

待される。物価高騰の影響が食材費にも及んでおり、給食内容の工夫や栄養価の維

持、毎月配布されているランチメールや献立メモの充実を図り、家庭への食育の大切

さに関する啓発にも努めていただきたい。更には、栄養教諭派遣事業を継続して実施

することによって食育指導や給食指導の効果が期待される。 

がん教育や薬物乱用防止教室、性に関する指導の実施については、各学校における

教育計画に基づき、保健体育・学級活動の学習として実施されている。また、全校で
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外部講師を招いた講座として実施されているがん教室など、各種研修講座は児童生徒

の将来にとって、大切なことであり、今後とも継続して実施していただきたい。 

 

 ④地域とともにある学校づくりの推進 

  地域総がかりの教育の推進については、地域住民や関係者が各校の学校運営協議会

に参加し、地域とともに学校づくりが進められ、学校経営や教育活動が充実したもの

になることが期待されているが、自校のコミュニティ・スクールの活動内容などにつ

いて、見えず、また、聞こえて来ない。各校の学校運営協議会の取組につながるよう

な事例研修が必要と考える。 

  ふるさと創生教育の推進については、小学校から中学校、高校も含め、すべての学

校でふるさと創生教育「だて学」が、それぞれの発達段階に応じた学習内容を体系化

した学習プログラムに基づいて、地域の専門的な知識・技能を有する人材や地域の施

設、また、副読本等を活用することによって、伊達市の歴史的風土や伝統・文化につ

いて学ぶ取組が継続して実施されている。しかし、地域や社会への関心を示す割合が

目標値を下回っていることから、学習プログラムや学習方法・学習内容の工夫改善を

図り、将来、地域のために行動できる子どもたちの成長に必要な事業に値するかどう

かも含めた検証が必要であると考える。 

  異校種間連携・接続の推進については、小学校体験入学や幼稚園、認定こども園、

保育所など、就学前の幼児を中心とした未就学児と、児童との交流活動を通して、教

育活動に円滑に入って行けるよう、これまでも継続的に実施されてきた。また、小学

校と中学校との連携においても、中学校区を基本とした児童・生徒の交流、異校種間

の教育課程の接続や児童・生徒に関する引継ぎ、指導方法に関わる研修会を行うな

ど、様々な方法によって円滑な接続が図られている。更には、小・中学校と市内高等

学校との教育活動上の連携、教職員の指導方法等に関わる交流や情報交換が推進され

ており、今後とも、効果的な接続が継続して行われていくことが期待される。 

  幼児教育の充実については、就学前の幼児がスムーズに小学校や義務教育学校前期

課程で円滑に学校生活が送れるように、市内の幼稚園、認定こども園、保育所の年長

児が交流する「アプローチカリキュラム」が実施されている。また、小学校や義務教

育学校前期課程入学後も学校生活に適応できるように、生活科を中心に学科的・関連

的な指導や弾力的な時間割を設定するなど、指導方法の工夫や指導計画を見直しなが

ら実施する「スタートカリキュラム」は、子どもたちの負担軽減や保護者の不安解消

にとっても効果的な取組として、今後も、幼保・小中の連携体制を構築して、接続の

課題を把握し、工夫・改善されながら継続されていくことが期待される。 

  教職員の資質・能力の向上については、「伊達市教育実践交流・研修会」を開催

し、各校の取組に共有できる場として定着しており、高い参加率を維持している。ま

た、養護教諭、栄養教諭、事務職員等の研修会では、専門分野の研修内容とともに、

事前に研修テーマを設定し、テーマ内容を把握した上で課題を共有化し研修会に臨む
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など、参加者の資質の向上につながる研修会として継続されていくことが期待され

る。 

  

⑤信頼される教育環境の整備 

  学校施設・設備の充実については、国の補正予算等を積極的に活用し、新規・継続

の改修事業が推進されており、今後、伊達市学校施設長寿命化計画に基づき、各学校

施設の現状を十分確認するとともに、長期的な展望に立って施設・設備の充実に努め

ていただきたい。また、近年の気候変動による夏季の熱中症対策として冷房設備が設

置された。更には、令和９年中に蛍光灯製造の中止に対応するため、ＬＥＤ化事業が

計画的に進められるよう期待される。 

  校外安全対策の充実については、登下校安全・防犯プログラムに基づき、必要に応

じて警察など関係機関と連携しながら交通安全教室や防犯教室が実施されており、児

童生徒の交通安全意識や防犯意識の向上が図られている。また、通学路の安全対策に

ついては、関係機関と連携して行なわれている合同点検及び登下校安全対策推進会議

等を開催して、校区の危険個所に関わる協議等を継続して実施していただきたい。 

  学校再編等の推進については、令和５年度で学校再編は終了したが、学校の統廃合

後も、子どもたちが学校生活を仲良く生き生きと送れるように不安や負担を取り除

き、保護者や地域の意見等に寄り添っていただきたい。また、登下校時のスクールバ

スの乗降前や下車後に事故がないよう十分な注意を払っていただきたい。 

 

（２）社会教育 

 ①ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進 

  こころとふるさと意識を育む体験活動の推進については、子ども同士や親子、世代

間交流事業を通して、青少年の健やかな成長と社会性を養う上で重要であり、参加者

も増加していることは望ましい傾向にある。引き続き、サークル団体等の協力を得

て、子どもたちが興味を持ち、保護者の関心やニーズに視点を当てるなど、体験学習

機会の拡充に努めていただきたい。また、青少年の非行事故防止等のために青少年指

導センター指導員と実施している巡回街頭指導，夏季海水浴場キャンプ場の巡回、祭

典時の特別巡回、広域列車添乗補導等は、大変重要なことである。更には、伊達市教

護会等との諸会議への出席や合同研修会を開催するなど、青少年の健全育成に関する

サポートに努めていただきたい。 

  交流活動を通じた地域づくりに参画する人材の育成については、姉妹・歴史友好都

市と伊達市のシニアリーダーが一堂に会して情報交換や交流を深めている。リーダー

としての資質の向上を図るリーダー養成研修では、シニアクラブの団員数が減少して

いるため、伊達開来高校から募集して実施しているが、リーダーシップを発揮するた

めの貴重な体験であり、これからの地域づくりに必要な人材の育成の要素を担ってい

る。少子化にともなって青少年団体が減少している中で、青年団体「伊達フェバリッ
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トクラブ」の協力を得て、自分たち自身が「伊達市二十歳（はたち）を祝う会」の実

行委員会を組織し、企画立案し運営するなど、次代を担う青年たちの成長を大いに期

待する。また、異世代間交流事業「あそびましておめでとう」では、子どもと保護者

を含めた大人の数も増えたことから、企画内容の工夫によっては活発な異世代間の交

流が期待される。 

  

 ②共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進 

  生涯にわたる充実した学習機会の提供については、各講座終了後にアンケート調査

を実施し、市民の学習ニーズを反映した多種多様な講座や講演会が企画され、受講者

も順調に増加している。また、民間企業やカルチャーセンター指定管理者等と連携

し、人気のある講座を連続して実施するなど、民間ならではの柔軟な事業を行って好

評を博している。市民総合文化祭や市民サークルまつりなどの事業では、広報紙や市

のホームページの活用、ポスターやチラシ配布など、市民への周知方法の工夫・強化

に努めてほしい。男女共同参画教養講演会では魅力ある講演講師を選定し、胆振女性

リーダー養成研修が令和 7年度から市単独事業になったが、開催県や研修フォーラム

の内容を早い段階から収集するなどして、是非、継続して実施していただきたい。 

  高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出については、近年、高齢者による就労が増

加するとともに、高齢者の転居や疾病、死亡などにより、長生大学への入学者が大幅

に減少している。学生数確保のためには、広報紙等による積極的な募集活動と在校生

の学習ニーズを把握して、講義内容の充実を図っていくことが重要と考える。たとえ

学生数の減少傾向が続いても、長生大学が継続して運営されていくことが期待され

る。 

  家庭・地域の教育力の向上については、家庭の教育力の向上につながるような講演

会や講座を開設し、若い世代が安心して子育てができるような地域づくり、つながり

づくりに結びつくような施策が期待される。 

 図書館機能の充実については、新図書館の完成に向けて「伊達市立図書館運営基本方

針」に基づき、図書館本来の本の閲覧や貸出、読書活動が推進されるよう、あらゆる

市民が足を運びたくなるような多様性に富んだ図書館に生まれ変わろうとしている。

従来の図書館のイメージを脱却した、声が漏れてもよいスペース、学習スペース、飲

食可能なスペースなど、更には、イベントスペースと学習スペースを兼用して使用す

るための工夫や開館時間の延長など、様々な新企画を取り入れ、利用者のニーズに合

わせた図書資料の整備や利用者が滞在しやすい環境の整備が期待される。 

 

（３）歴史・文化芸術 

①特色ある地域文化の推進 

  文化芸術活動の振興については、芸術性の高い舞台鑑賞機会を安価で市民に提供す

ることを目的として、西いぶり定住自立圏文化事業では、西胆振 6市町（室蘭市、登
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別市、伊達市、豊浦町、壮瞥町、洞爺湖町）で実行委員会を組織して開催している文

化公演事業や、だて歴史文化ミュージアムを活用した美術展覧会を開催している。今

後、人口減少が予想される中で、広域圏での共同開催は文化芸術鑑賞機会の提供にと

って有意義な手法の一つと考えられる。また、市内すべての小中学生に優れた舞台芸

術の鑑賞機会を提供する巡回小劇場は、芸術的な素地を養う上で貴重な体験であり、

引き続き、財政面での支援をお願いしたい。 

 

 ②歴史文化を活かしたまちづくりの推進 

  歴史文化資源の活用については、だて歴史文化ミュージアムを活用した特別展や企

画展を開催し、市民や観光客等にその価値を理解してもらうためにも、展示物に対す

る説明役の「ポケット学芸員」や説明ボランティアの配置など、解説方法や展示手法

に改善・工夫を凝らし、市内小・中学校と連携を図り、「出前講座」よりも直接博物

館に来館してもらう学習の場となるよう期待する。特に、１階のラーニングスタジオ

や藍染などの体験学習館には多数の来館者があり、アンケート調査でも満足度が高

く、今後、更に、来館者数や満足度の向上を目指し、指定管理者と連携を図りながら

展示室の定期的な展示替えや展示資料の活用に努めていただきたい。 

文化財の保護と適切な展示保管環境の維持については、史跡北黄金貝塚の景観保全

に努めるとともに、指定文化財については、市文化財保護条例に基づく適切な対応に

努め、文化的な価値が高く、保護することが必要と認められる物件は市の文化財審議

会に諮問し審議することが必要である。現在、埋蔵文化財を保管している噴火湾文化

研究所の収蔵庫で眠っている文化財を観光物産館で展示公開したり、市内各学校の空

き教室に展示保管するなどの工夫が必要と考える。また、現在、休校中の小・中学校

を保管場所化し、換気の入れ替えや開施錠は地域住民の協力を得る等の方策を検討し

ていく必要があると考える。更には、市内小中学校の施設見学が激減しているが、子

どもたちが文化財に触れる機会を充実させるためにも、各校との綿密な打ち合わせ機

会を作って、小学校の郷土学習、中学校の歴史学習（日本史）、小中学校の総合的な

学習の時間や「だて学」など、活用機会の向上を図っていただきたい。近年、世界遺

産の史跡北黄金貝塚を訪れる他市町村からの見学旅行が減っているようにも感じる。 

 

（４）スポーツ 

①豊かな心身を育むスポーツの振興 

  スポーツ活動の促進については、健康と生きがいづくりに向けて、誰もが気軽にス

ポーツに取り組むことができるよう、各種目の初心者教室等を開催し、着実に参加者

数が増加している。また、競技スポーツに限らず、モルックなどのニュースポーツの

普及や各種スポーツ・レクリエーションなどの活動環境の整備・充実を図るため、ス

ポーツ少年団本部や地域体育振興会と連携協力していくことが大切である。更には、

青少年期の適切なスポーツ指導や個々の心身の発達に合わせた適切な指導が行えるリ
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ーダーの養成やスポーツ指導者の育成とともに、スポーツ少年団活動への支援や少子

化で活動が難しい地域部活動への支援体制や支援方法を明確にしておく必要がある。 

  スポーツ施設の整備・充実については、市民による活発な施設利用と指定管理者の

自主事業の実施により利用者が増加している。また、利用団体の空き時間帯を他の希

望団体に施設を開放するなどして、市民への有効活用に寄与している。今後、スポー

ツ施設の修繕・更新計画を作成し、施設の老朽化への対応とともに、利用者の安全確

保と利用者へのサービス向上に努めてほしい。 
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令和８年度（令和７年度対象）教育委員会点検・評価報告に関する意見 

 

                               澤 野 幸 司 

 

１ 教育委員会の活動状況 

  定例会や委員協議会において、必要な議案が上程され、専決に関する報告が的確に

実施されていることが評価できる。特に教育委員会の点検・評価については、7月に

報告内容について教育委員自身が吟味した上で、定例会で議案として協議するなど、

的確かつ今後の行政運営に評価を活かそうとする姿勢が見られる。また、ここでは触

れられていないが、外部評価委員の選任についても令和 7年度から改善が図られてお

り、より透明性の高い評価を行う姿勢が感じられる。 

  議案も学校教育のみならず、伊達市が大切にしてきた社会教育や文化振興に関する

議案も計画的に上程され、幅広い視点から議論されていることが理解できる。新設さ

れた図書館運営に関しても、市民にとって充実した学びの拠点となる施設として開館

するだけでなく、運営等ソフト面の充実も図るべく、規則の改正等にも真摯に取り組

んでいる姿が理解できる。 

  故に、昨年度も指摘した点検・評価の中に、定例会への傍聴者の人数等が示されて

いない点が気になる。開かれた教育委員会を目指す上で、定例会でどのような議論が

行われ、審議の結果について理解する市民が増えることは、結果的に教育委員会の正

統性を高めることにつながる。そのためにも、広報の在り方を工夫したり、定例会を

学校やより市民に近い場所で行ったりするなどの工夫も考えていきたい。また、教育

長を含む教育委員が各エリアに出向き、市民や子どもの意見を直接聞く機会を設ける

などにより、教育委員会本来の使命でもある「市民の声を届けるレイマン」としての

役割も果たすことができる。是非、積極的に市民との対話の機会を設けるなど、今ま

で以上に開かれた教育委員会を目指してほしい。 

  その小さな積み重ねが、本評価の趣旨でもある教育委員会の教育施策について、市

民目線で評価し、次年度の教育行政運営改善に資することにつながっていくものと思

料する。昨年度も指摘したように外部評価委員と事務局もしくは教育委員とのやりと

りの中で、その教育施策の意義や課題等を浮き彫りにし、市民目線で「もっと予算を

つけるように市長に求めてほしい。」「この政策を具現化するためには職員の専門性が

必要である。」といった提言を盛り込む等、本点検・評価が法律に基づいて行われる

ものであるだけでなく、真に伊達市民にとって意義のある未来につながる点検・評価

につながるような機会になることを期待する。 

 

２ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

 （１）学校教育 
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①社会を生き抜く力を育む教育の推進 

  学力調査の結果を踏まえて作成された学力・学習改善プランが、一人ひとりの教員

にどれだけ浸透し、具体的な実践の改善がなされているかを評価し改善を促すことが

教育委員会事務局の役割、特に専門職としての指導主事の役割である。では、教育委

員会は何を評価するべきなのか。伊達市が行っているように指標を基に学校の総体と

しての取組を評価することも必要であるが、もう一つは教育政策の評価が必要であ

る。市として採用している AIドリルは、伊達市の子どもの実態に即したプログラム

やコンテンツが提供できているのか、検定費用の補助が子どもの学習の動機づけや学

習指導要領に示された学習内容の定着に寄与しているのかを検証する必要がある。そ

のためには、学力調査の結果からだけでは見えづらい面がある。こうした検証には専

門性も必要であるので、大学との連携協働した取組も視野に入れる必要があるように

も感じる。学校は授業研究等を通して、指導改善について真摯に取り組んでいるし、

そのことについてなかなか教育委員も意見が述べにくい面もあると思う。しかし、本

当に学校の改善プランや授業研究が、子どもの学力にどのように効果を上げているか

については、ある意味外部からのアプローチや指摘が必要な面もある。そのためには

学校の管理職はもちろんだが、直接児童生徒の指導に当たる教員のマインドセットも

必要である。外部リソースとの連携協働による教育実践交流・研修会の内容や運営等

について、専門家による指導助言も必要性については、昨年度に引き続き指摘した

い。 

  特別支援教育や情報教育・環境教育・安全・防災教育については、充実した取組が

継続されている。故に、新たに次の目標を設定し、更なるブラッシュアップを目指し

ても良い。また、情報教育については、今後、新学習指導要領の改訂に伴い、子ども

たちの AI活用に関する取組も必要になってくる意味からも、目標の再設定は急務で

ある。 

  逆に、国際理解教育の推進では、外国語の平均点が 2年続けて全国平均を下回って

いることからも、課題が明確になりつつある。教育委員会としても教育施策を転換

し、英語学習 Web アプリを導入している点は評価できる。こうした教育施策の転換

は、すぐに目に見える形で成果が見えにくいが、教員のアプリについての理解や活用

状況については、把握できる。こうした状況を踏まえ、導入した施策の浸透・活用を

図ることに尽力したい。特に、専門職の意識の高い中学校英語科教員の中には、アプ

リの活用についてマイナスのイメージを有している教員もいると思料する。そうした

教員や、学校の組織全体として、この課題をどう共有するかは、中学校のみならず、

小学校における外国語教育とも関連する。こうした市全体としての課題の共有化も考

えていきたい。 

  昨年度に引き続き、キャリア教育の充実については、取組内容が多いことからも伊

達市教育委員会として重要な施策だと思料する。ただ、従来通り全国学力・学習状況

調査の質問紙調査「将来の夢や目標を持っている」のみで評価しているが、疑問であ
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る。この指標によるとここ数年肯定的な回答をする児童生徒が減少傾向にあるが、こ

れだけの施策に取り組んでいる中で、果たしてそうなのか疑問である。学校を訪問し

た際に、かなりの学校がこの点を意識して取組を行い、具体的な子どもの姿として変

容も感じることがあった。例えば、「子どもの学ぶ意欲」や「学ぶ意義」「伊達市への

貢献」等の別の指標を用いると、子どもの成長が感じることができる評価になり、そ

のことが、学校教育へ関わってきた市民の方々の喜びにもつながり、さらに良い循環

が生まれてくるように感じる。学校もかなり意識し、教育委員会の重点施策を理解

し、学校運営を行っているはずであり、その施策の反映が学校の教育課程に反映して

いると思われる。市民にとっては、学校と教育行政の一体となった取組が、可視化さ

れることで、保護者や地域住民、産業界にとっても伊達市の教育に期待を持つ機会に

なると思料する。 

 

 ②豊かな心を育む教育の推進 

  道徳教育の充実については、本年度も中学生の肯定的な回答が継続して高い点が評

価できる。また、小学校における肯定的な回答も増えており、市全体として道徳教育

の充実が図られていることが理解できる。ルールメイキングの考え方で、中学生だと

校則を自分たちで議論し、創っていく活動を通すことで、より高い規範意識の醸成や

シチズンシップ教育への展開も考えることができる。このことは主な取組内容である

「考え、議論する道徳の実現」とも齟齬はなく、次のステージ（目標）に向かって考

えてもよい点だと思料する。 

  生徒指導・教育相談の充実についても、昨年度よりさらに中学校において不登校率

が全国平均値より低いことからも、SSWの配置や学校の取組が連携できていることを

感じる。小学校におけるいじめへの認識に関する指標は天井効果が出ているのではと

考える。その上で「C」評価については一考を要する。いずれにしても、伊達市の人

口規模で不登校児童生徒の出現率が低い点や生徒指導上の大きな課題を抱えていない

点は、日頃から学校教育において子どもに寄り添った指導や支援（関わり）ができて

いる賜物であると考える。本年度から新しい教育施策として導入された「KOKOKARA」

を活用した教育相談の充実について言及されていないことが残念であるが、よりきめ

細やかな教育相談の充実が図られているものと考える。 

 

 ③健やかな体を育む教育の推進 

  体力・運動能力の向上については、昨年度より指標の結果が向上し、学校での取組

が充実していることが理解できる。昨年度も指摘したが、体力向上プランに基づく取

組が、果たして児童生徒の体力向上に繋がっているかを検証することも必要であり、

運動の生活化に向けた、地域社会との連携は重要である。教育施策に含まれていない

が、部活動の地域移行は避けては通れぬ課題でもあり、これまで以上に精緻な教育施

策の立案実施が求められる。 
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  栄養教諭による食育授業派遣事業の取組は、単に学校教育における課題解決ではな

く、伊達市の主要産業である農業を支える意味でも、子どもが社会と繋がりながら学

ぶよい機会になる。給食センターにレストランが隣接され、学校給食のことが市民に

も浸透する仕掛けが見られるなど、市全体としての食育の在り方は、伊達市の大きな

教育至言である。そういった意味で、ややもすると栄養教諭に任せっきりになりがち

な学校風土がある中で、学校全体で食育をどのように進めていくか、学校管理職の手

腕が試される。日常の生活における食育も絡めて、家庭教育との連携は重要である。

そうした取組のハブになるのが栄養教諭だと考えると、栄養教諭のみに頼るのではな

く、給食センター等の行政機関との連携も視野にいれるとよいと考える。 

  がん教育については、計画的に実施されていることが理解できる。その成果が子ど

もの生活習慣形成にどのような影響を与えているかを検証する必要もある。 

 

 ④地域とともにある学校づくりの推進 

  昨年度も指摘したが、地域総がかりの教育の推進については、「学校支援地域本部

などの学校支援ボランティアにより、保護者や地域の人が教育活動や様々な活動に参

加してくれる」と回答した学校の割合をもって、評価ができるのかが疑問である。コ

ミュニティ・スクールを基盤とした学校運営協議会の重要な役割として、学校ガバナ

ンスへの関与である。地域学校協働活動は実働として、学校運営協議会で承認された

目標や重点事項に沿った実働の組織である。地域とともにある学校づくりを行う上で

は、学校運営に地域住民が参加する意識を問うことで、その浸透状況を測ることがで

きる。そうした視点で考えた際に、この指標のみで達成度を Aとすることには違和感

がある。再度の検討をお願いしたい。 

  ふるさと創生教育の推進に関しては、「だて学」学習プログラムの構築から実施・

充実に転換して行こうとしていることが、学校を訪問する中で感じることができた。

ただ、その意識が学校組織としてと言うよりも、教員個々の関心に依存している嫌い

があるようにも感じた。その意味では、前述した学校運営協議会において、共有され

た目標の具現化に向けたカリキュラムの創造の中で、学校区にある「だて学」の素材

等を発掘し、子どもたちの学びや地域の方々との協働の学びの機会を創出することも

視野に入れてもよいのではないか。やはり、学校からはこのような発想は生まれてき

にくいので、教育行政が施策として進めていく必要がある。行政の視点で言えば、学

校教育と文化振興とのコラボレーションがより充実する必要もある。 

  幼児教育の充実は、指標の評価は高いが、今後は内容の充実を図る必要がある。特

に、連携協働の在り方を見直す必要があり、「子ども主体の学び」の視点から、就学

前教育と小学校教育との連携協働は教育施策として重要な位置を占めることになる。

就学前教育で主体的に学んでいた子どもが、小学校入学後に活動への意欲を失うこと

は、学校教育全般の質を下げてしまうことにつながる。単なる授業参観では、互いの

組織や教員にとって大切な学びの機会を失ってしまう可能性は否めず、ある意味専門
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的なアプローチの中で、教育施策を構想することも重要である。 

  教職員の資質・能力の向上について、昨年度次のステージへの移行について指摘し

た。学校を訪問した際に感じたことは、若手教員の中に授業改善や新たな教育実践に

ついて意欲的に取り組んでいる方が、校内研修をリードしている点である。このこと

は伊達市の教育を将来牽引する人材が存在しているということを意味しており、この

意欲的な職員に市として投資する意義は大きい。その投資の在り方は、既存の価値観

ではなく、例えば他自治体や附属学校園との交流人事を実現させるなど、研修の域を

超えた発想で行う必要があるようにも感じる。是非、そうした視点で教職員の資質・

能力の向上についても考えてほしい。 

 

 ⑤信頼される教育環境の整備 

  昨年度以上に、学校施設・整備の充実については、限られた予算の中で、国の補助

事業等を活用しながら計画的に整備充実が進んでいる。取組内容も毎年見直されてお

り、実務的にも評価できる。こうした施策の見直しはトップリーダーの先見性と事務

局の情報収集能力が噛み合っているからこそ実現できる。高く評価したい。 

  校外安全対策の充実や学校再編等の推進については、これまでの取組が功を奏して

いると考えられる。 

  高等学校教育等との連携・支援に関する取組が市長部局へ移管されることに伴い、

教育委員会としてのこれまでの取組を総括している点を評価したい。今後も、高等学

校教育を存続させるための取組については、市長部局だけでは成果を挙げることはで

きない。今後も市長部局と連携しながら取り組んでいく必要がある。教育委員会の強

みを生かすには、ハードよりもソフト事業の充実を図る必要もあり、カリキュラム

（特に、「だて学」を核とした学び）を上手くつなげることで、高校進学への魅力を

子どもたちが感じることができるようになるのではと思料する。 

 

（２）社会教育 

 ①ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進 

  いずれの事業も計画的かつ挑戦的に、内容をブラッシュアップしながら実施されて

いることが理解できる。地域社会において異年齢集団や世代間交流の機会が少なくな

って来ているがゆえに、こうした社会教育における活動はどの世代にとっても意義が

ある。ただ、本来本事業に参加してほしい子どもや市民に届いているのかを、検証し

ながら今後のさらなる計画を立案してほしい。ややもすると同じ価値観の方ばかりが

集う活動では、市民への広がりが感じられなくなる。保護者の経済的な理由や家庭内

の事情等から活動の機会を創出できない子どもや独居の高齢者の方でなかなか社会と

つながっていけない環境にある方へも届くプログラムの開発にも尽力してほしい。 

 

 ②共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進 
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  生涯にわたる充実した学習機会の提供では、いずれも充実した事業が展開されてい

ることが理解できる。高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出については、自己評価

でも記述されているように、事業内容や方法の検討を重ねる必要がある。いずれにし

てもニーズ調査を行うことだけでなく、民間とのコラボレーションも考えてもよい。

年金制度の変化に伴い、これまで以上に高齢者が社会にとって働き手として必要とさ

れている。そうした中で、仕事をフェードアウトした方が求めるプログラムと、自身

のスキルを高めて新たな社会貢献を求める方が求めるプログラムとでは、当然求める

内容に違いが出てくる。全てを公的機関が担う必要もなく、民間との連携も視野に入

れてよいのではと思料する。 

  家庭・地域の教育力の向上については、昨年度指摘した内容と同様である。学校に

おける家庭教育学級等への参加される保護者の方は、意識の高い保護者であり、社会

教育が主催する学びの場にも積極的に参加する方が多い。重要なのは、なかなか子育

てに悩みを抱えながらも、このような学びの場に誘えない保護者への手立てである。

このことは伊達市のみの課題ではなく、多くの自治体が抱えている課題でもあること

から、福祉部局とも連携しながら、研究を重ね事業構築を目指してほしい。 

  図書館機能の充実については、厳しい自己評価だが、事業内容を鑑みると計画的に

事業を進めているように感じる。成果が出てくるのは今後であり、当初の目標を見据

えて鋭意事業の効果的な進捗に尽力してほしい。自己評価の中に「従来の図書館像か

ら第 3の場へと変化しつつある」とあるが、その認識は的確であり、ハードが変わる

だけでなく、市民の生活様式や価値観の変化に合わせて図書館に求められる機能や役

割は変化するのは当然である。教育行政はそのニーズを的確に把握することや、図書

館自体が新たな価値を創出するようなソフト事業を展開する必要がある。そのために

は、外部の専門家との連携協働も重要である。 

 

（３）歴史・文化芸術 

 ①特色ある地域文化の推進 

  いずれの事業も計画的に実施されてきたことが理解できる。以前より文化芸術公演

事業については、市民参加による公演活動が盛んであった下地もあり、市民にとって

大切な事業である。今後も市民の願いに寄り添いながら事業を進めていただきたい。 

 

 ②歴史文化を活かしたまちづくりの推進 

  昨年度に増してだて歴史文化ミュージアムへの観覧者が増えていることから、担当

者の創意と工夫によるソフト事業の充実を感じる。こうした伊達市の歴史文化を支え

る取組として小中学校との連携を行っているが、前述したように学校で実施している

「だて学」とのコラボレーションをより深化させてもよいように感じる。そのために

は、学校の教員に対して伊達市の歴史文化についての理解や興味関心を高める取組も

不可欠である。全職員にそれを行うのは難しいと考えるので、例えば中学校の社会科
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教員や小中学校のだて学担当教員等を核にしながら、緩やかなネットワークづくりを

構築するソフト事業を視野に入れてみてもよいのではと感じる。こうすることで、小

中学校への出前授業といったアウトリーチ活動がスムーズに行われるようになるので

はないかと考える。 

 

（４）スポーツ 

 ①豊かな心身を育むスポーツの振興 

  施設整備や維持管理に費用が係る中、担当部署が創意工夫しながら事業を展開して

いることが理解できる。新たな競技としてもモルックも、市民に浸透してきつつある

ように感じる。学校教育において親子でふれあう活動としてモルックを取り組むよう

な活動があると、さらに浸透する可能性を感じる。 

  昨年度も指摘したが、部活動地域移行補助金として 24795千円が支出されている。

部活動の地域移行については、学校教育のみならず地域のスポーツ振興にも影響を与

えることが想定されている。今後、評価指標の構築を含め、市民の関心も高まると考

えられるので、学校教育とも連携しながらしっかりと点検・評価していただきたい。 

 スポーツ施設の整備・充実についても、空き時間帯にスポーツ以外の団体や用途に

供するなどの施設の有効活用を行っている。こうした取組は、施設の複合利用を促す

ことで、より市民に身近なスポーツ施設を感じる機会として高く評価できる。同様に

まなびの里サッカー場の指定管理者制度への移行については、当然リスクもあるが、

市民にとってより使い勝手のよい、利用価値が高まる活用を展開できる可能性も含ん

でおり、今後の展開に期待したい。是非、実現した折には、その政策評価についてもメ

リットのみならず、デメリットについても検証し、次回の指定管理者選定における仕

様書作成の根拠資料としてほしい。 

 

 

 


